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１．事業概要

令和２年度～令和１１年度

事 業 期 間

本事業は、京浜急行本線の泉岳寺駅～新馬場駅間の約１．７kmに
おいて、鉄道を立体化することにより、３箇所の踏切を除却し、都市
交通の円滑化を図るとともに、分断された市街地の一体化による都
市の活性化を図る事業である。

事 業 の 概 要
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経 緯

年 度 計 画 等

昭和３７年 ８月
昭和４６年 １月

都市計画決定（第１号線分岐線）
都市計画決定（京浜急行電鉄湘南線）

平成３０年１２月 都市計画変更

令和 ２年 ４月
都市計画事業認可

（令和２年度～令和１１年度）



ピーク時１時間当たりの踏切遮断時間の変化

踏切名称 平成２６年度 令和元年度

品川第１ ４７分 ５７分

品川第２ ４８分 ５０分

北品川第１ ４３分 ５４分

品川１号踏切

２．社会経済情勢等の変化
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関連する他事業等の進捗状況の変化

・東京都市計画道路事業区画街路品川区画街路第７号線

（令和２年４月 事業認可取得）

・東京都市計画土地区画整理事業品川駅街区地区土地区画整理事業

（認可公告日：平成３１年４月）



３．事業の投資効果

社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基 準 年 次 ：令和４年度
供 用 年 次 ：令和９年度（想定）
検 討 年 数 ：供用後５０年間
社会的割引率 ：４％

■便益の算定

●移動時間短縮便益

・自動車利用者の移動時間短縮

・歩行者・自転車の踏切待ち解消

・歩行者の迂回解消

●走行経費減少便益

●交通事故減少便益

■費用の算定

●連続立体交差事業

（都市側負担のみ）

●関連道路整備費

●道路維持管理

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

便 益 算 定
フ ロ ー 図
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３．事業の投資効果

【事業全体】

便益 (Ｂ)

移動時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

(Ｂ／Ｃ)

1,700.8億円 7.9億円 -0.3億円 1,708.4億円

費用 (Ｃ)

連続立体交差
事業費

関連道路
整備費

維持管理費 総費用

1.5

883.5億円 227.4億円 8.3億円 1,119.2億円

注1） 費用便益分析マニュアル＜連続立体交差事業編＞（国土交通省 令和4年2月）に基づき分析

注2） 費用（Ｃ）の算定は、都市側負担額で算出している。

注3） 便益・費用については、基準年度における現在価値化後の値である。

注4） 便益及び費用の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

定量的効果
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３．事業の投資効果

定性的効果
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事 項 該当

交通
歩行者、自転車の回遊性の向上 ◎

交通混雑の緩和 ○

環境 自動車交通の円滑化による環境負荷の軽減 ○

防災 都市防災機能の向上 ○

くらし
高架下空間の活用による都市機能の向上 ◎

市街地分断の解消 ○

安全 緊急車両のアクセシビィリティの向上 ○

その他 関連事業の誘発 ◎

※ 該当欄の◎は次頁以降に概要あり



３．事業の投資効果

＜交通＞ 歩行者、自転車の回遊性の向上

定性的効果

品川駅東西自由通路 北品川１号踏切
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踏切の解消や品川駅の地平化等により、東西市街地の行き来も容易
になるため、歩行者・自転車の移動が円滑化され、回遊性が向上



３．事業の投資効果

定性的効果
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＜ くらし ＞ 高架下空間の活用による都市機能の向上

高架下空間や駅前交通広場等の活用によるにぎわいの創出

北品川駅 駅前広場（品川区HPより）

駅前広場整備事例 （京急蒲田駅西口広場）



３．事業の投資効果

定性的効果
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＜その他＞ 関連事業の誘発

国際交流拠点を目指す品川において、京急線の地平化により、品川駅機能
の強化を図っていくことで、関連事業の誘発に貢献

（品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン2020より）

品川駅のイメージ（東西方向）

＜東＞
港南地区

＜西＞
高輪地区 東西自由通路

（品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン2020に一部加筆））

品川駅街区の将来イメージ

東西自由通路の延伸

北側自由通路の整備
品川駅

西口駅前広場の再整備
（国道上空デッキ含む）

国道15号の拡幅等

歩行者ネットワークの形成
（南北自由通路の整備）

北口駅前広場

歩行者結節空間

環４、歩行者デッキなど重層的な
歩行者動線をつなぐ縦動線

・ 品川駅の再編
・ 東西自由通路の西側延伸など

歩行者ネットワークの整備
・ 駅前広場機能の充実

品川駅から品川浦・旧東海道地区を
つなぐ南北歩行者動線

京急連立

縦動線

駅

交通結節空間（駅前広場等）

既存歩行者ネットワーク

将来歩行者ネットワーク
既存デッキネットワーク
将来デッキネットワーク
道路ネットワークの強化

公園・緑地・広場等
主要な風の道
優先整備地区の区域

凡 例

京急連立

JR北口改札イメージ図

（港区HPより）

環状４号線イメージ図

高輪三丁目 C地区

高輪三丁目 A地区

（港区HPより）



４．事業の進捗状況

用地費 工事費 合計

全体事業費 7,219百万円 117,481百万円 124,700百万円

執行済額 1,713百万円 1,351百万円 3,064百万円

（執行率） 23.7 % 1.1 % 2.5 %

取得予定面積（Ａ） 既取得面積（Ｂ） 用地取得率（Ｂ/Ａ）

1,959㎡ 647㎡ 33.0 %

事業費の執行状況

用 地 取 得 状 況

※令和３年度末時点
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４．事業の進捗状況

事 業 の 進 捗 状 況 ・ 残 事 業 の 内 容
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＜事業の進捗状況＞

令和３年６月に工事着手し、現在は、準備工事や文化財調査、

用地取得等を進めている。

＜残事業の内容＞

仮設工事：仮線化工事、品川駅の仮駅舎化、北品川駅の仮地

下道構築

本設工事：地下躯体・高架橋・駅部の構築

用 地：北品川駅周辺の用地取得



４．事業の進捗状況

〈 1 工 区 ： 工 事 状 況 〉
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鋼 矢 板 打 設 仮 覆 工 状 況 鋼矢板打設 布堀・試掘調査状況

① 国 道 部 ② 旧バスターミナルヤード部

①

②

③

④

１工区 ２工区 ５工区３工区 ４工区八ツ山工区



４．事業の進捗状況

14

〈 1 工 区 ： 工 事 状 況 〉

埋蔵文化財試掘調査状況 工事用通路鉄板敷設状況

③ 仮線ヤード 掘削有部
④

仮線ヤード 掘削無部

①

②

③

④

１工区 ２工区 ５工区３工区 ４工区八ツ山工区



４．事業の進捗状況
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①

②

〈 ３ 工 区 ： 工 事 状 況 〉

① 山手電留線 跡地

作業ヤード整備状況

➁ 品川駅 上り線ホーム

ホーム仮設化状況

１工区 ２工区 ５工区３工区 ４工区八ツ山工区



４．事業の進捗状況
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R16橋脚部 作業構台設置状況

①

北品川駅部 木製覆工設置状況

②

① ②

〈 ４ 工 区 ： 工 事 状 況 〉

１工区 ２工区 ５工区３工区 ４工区八ツ山工区



４．事業の進捗状況
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作業ヤード整備状況

③

北品川駅部 ホーム仮設化状況

④

〈 ４ 工 区 ： 工 事 状 況 〉

③ ④

１工区 ２工区 ５工区３工区 ４工区八ツ山工区



４．事業の進捗状況
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①

作業ヤード整備状況 作業ヤード整備状況

〈 ５ 工 区 ： 工 事 状 況 〉

➁北品川第一高架橋 北品川第二・第三高架橋①

１工区 ２工区 ５工区３工区 ４工区八ツ山工区



５．事業の進捗の見込み
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１工区 ２工区 ５工区３工区 ４工区

八ツ山工区

＜１工区～３工区＞

近接する他事業（環状４号線、品川駅周辺開発等）との施工調整を密に行うことで、地
平化切替に向けた施工上の課題を解決し、事業工程に影響が出ないよう努めている。

＜八ツ山工区＞

JR在来線及び東海道新幹線と交差する八ツ山橋梁は、鉄道運行の安全を期すため、
JR東日本に設計・施工を委託し、事業を推進している。

＜４工区＞

用地の取得が必要な箇所については、工事工程との整合を図るため、進捗管理を徹底
している。

＜５工区＞

国道歩道部の一部を占用して仮設材を設置するため、施工時期を見据え、道路管理者
との協議を進めている。



６．コスト縮減等

本事業を事業化するにあたり、鉄道の立体化を高架式、地下式等に

よって行う場合や、道路を単独で立体化する場合など、複数案で比較

検討を行った結果、現在の構造形式及び事業手法を選定していること

から、代替案の可能性は極めて少ない。

代 替 案 立 案 の 可 能 性

コ ス ト 削 減 の 取 組
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• 資機材等の搬入計画の見直しを行い、既存の搬入路を活用する計
画とすることで仮設費の減少に取り組んでいく。

• 詳細設計の深度化に伴い，構造物を経済設計とすることで、構造変
更による工事費の減少に取り組んでいく。



７．対応方針（原案）

本事業の実施により、３箇所の踏切が除却され、踏切での交通渋滞が解

消される。また、鉄道により分断されていた地域の一体化や、本事業に合

わせた駅前広場の整備や品川駅東西自由通路の延伸などにより、安全で

快適なまちづくりが実現されるなど、早期完成に向け事業を進めていく必

要がある。

総 合 評 価

対 応 方 針 案

継 続
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中止の場合は、事業効果を発現できないだけでなく、国の補助金並びに鉄

道事業者及び地元自治体の負担金の返還等の新たな費用が発生する。ま
た、品川駅周辺のまちづくり計画は京急線の地平化が前提となって進めら
れており、中止による影響は大きい。


